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一

社

会

主

義

世

界

の

変

貌

と

ア

ジ

ア

…

離
脱
するこ
と
こ
そが
歴
史の
進
歩で
あ
るこ
とに 、

に
対
応し
な
けれ
ば
な
ら
な
くなっ
て
きてい
る 。

それに
し
て
も 、
フ
ランス
革
命二
百
周
年の一
九八
九
年が
中国に
お
け

る
血の
大
虐
殺に
よっ
て
祝わ
れ
た
こ
と
は 、
ま
さに
皮
肉な
俊
史
的
現
尖だ

とい
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。
なぜ
な
ら 、
中
間に
おい
て
は
かつ
て
中
国
共
産
党

の
創
立
者の一
人で
あっ
た
李大
剣
〈
りたい
しよ
う〉
が
コホル

シェ
ピ
ズ

ム
の
勝
利し
と
題
す
る
論文を
川き 、
来るべ
き
中国
革
命に
仮
託し
て
こ
う

述べ
て
い
たか
ら
で
あ
る 。

「一
七八
九
年のフ
ランス
の
革
命は
単に
フ
ランス
の
人心が
変わっ
た
あ

ら
わ
れ
で
あ
るだ
け
で
な
く 、
尖は
十九
世
紀の
全
世
界
人
知の
将
遍
的心
理 一

が
変わっ
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
る 。
一
九一
七
年のロ
シ
ア
の
革
命は 、
単にロ

シ
ア
の
人
心が
変わっ
た
兆し
で
あ
るだ
け
で
は
な
く 、
実は
二
十世
紀全
世

界人
頬の
普遍
的心
理が
変わっ
た
兆し
なの
だ 。
：：：ボル

シエ
ピ
ズム
の

精
神は 、
二
十世
紀全
世
界人
類の
人々
の
心の
中に
共
通に
目
覚め
た
精神

で
あ
るL
q新
守
年L
第五
巻
第五
号
八一
九一
八
年
十一
月
十五
日〉〉
と 。

そし
て
今日の
社
会
主
義
世
界の
現
実を
顧み
た
と
き 、
ボル
シエ
ピ
ズム
が

二
十
世
紀
全
世
界
人
類の
共通の
精
神とい
え
る
で
あ
ろ
うか 。

間
知の
よ
うに
フ
ランス
革
命は

H
自
由・
平
等・
博愛u
のス
ロ
ーガン

の
下に
遂行さ
れ
た
の
だ
が 、
やが
てロベ
ス
ピエ
lル
らに
率い
ら
れ
るジ

ヤコ
パ
ン
の
独
裁を
もた
ら
し 、
’mな
ま
ぐさい
恐
怖
政
治を
紹
来
し
た 。
そ

の
よ
う
なこ
と
を
考え
る
と
き 、
フ
ラン
ス
本命か
らロ
シ
ア
革
命 、
そ
し
て

中岡
革
命へ
の
経
過の
中に 、
恐
怖
政
治の
綿々
と
し
た
系譜を
見る
こ
とが

で
き
る
の
で
あ
る 。

私が
た
また
ま
昨
年
九
月 、

1

革
命
の
終
鷲

天安
門
事
件一
周
年を
迎え
た
中国は 、
依
然とし
て
民主
化抑
圧の
強
権

政
治の
た
だ
なか
に
あ
る 。
天
安
川事
件の
悲
劇を
代
償と
し
て 、
東欧
諸
国

に
起こ
り 、
ソ

連の
改
革を
促し 、
つ
い
に
モ
ンゴ
ル
人
民共
和問に
まで
波

及
し
て
社
会
主義
体
制
崩
峻へ
の
舵
史
的
潮
流を
必死に
防
衛し
よ
うと
し
て

い
る
小
同
共
産
党の一
党支
配
休
制は 、
い
ま
な
お
固
持さ
れ
て
はい
る
もの

の 、
地下に
桝行し 、
あ
るい
は
全世
芥の
中国
入
社
会に
連
帯の
輸を
広
げ

た
民主
化
運
動の
火は 、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難の
なか
で 、
依
然と
し
て
燃え
統

けてい
る 。

建問四
十
周
年に
し
て
起こっ
た
天
安
門
事
件の
悲劇は 、
そ
れ
が
五・
四

運
動七
十
周
年 、
フ
ランス
革
命二
百
附
年と
い
う

近現
代
史の
節日に
生じ

たこ
とに
おい
て 、
また 、
戦
争と
革
命の
世
紀と
も
言え
るこ
十世
紀もい

よい
よ
残
り
少な
くな
りつ
つ
あ
る
今日の
世
界で
起こっ
た
事
件だ
とい
う

点に
おい
て 、
近
現
代社
会の
表
象で
もあっ
た
革
命
〈レ
ヴオ
ル
l
シ
ヨ

ン〉
とは一
体
何な
の
か
とい
う
根本問
題を
私た
ちに
深
刻に
突
き
つ
け

た 。
人
類はい
ま
や 、
自
由
と
平
等は
容
易に
等
価
変換
し
得ない
こ
と
を
学

ぶこ
とに
よっ
て 、
フ
ラン
ス
革
命以
来の
近
代
市
民社
会が
生みだ
し
た
普

遍的な
原
理の
再
検討をい
や
お
うな
く
迫ら
れ
てい
る
と
言っ
て
もよい 。

同
時に
ま
た 、
革
命と
反
革
命 、
体
制と
反
体
制 、
保
守と
革
新といっ
た
常

套
語の
もつ
合
意は
根本か
ら
変わっ
て
し
まっ
た

い
ずれ
に
せ
よ 、
近
嵐
代社
会の
革
命を
導い
たマ
ル
クス
主
義は 、
そ
の

あ
ま
りに
も
多すぎ
る
負の
迫
産の
ゆえ
に 、
い
よい
よ
消え
てい
く運
命に

あ
る 。
そ
し
て
歴
史の
現
実を
直
視すれ
ば
するほ
ど 、
マ
ル
クス
主
義か
ら

東
京
外
国
語
大
学
教
授

中

111,鳥

嶺

捕：

人
類は
誠
実か
つ
索直

マ
ル
クス
ゆか
りの
束ベ
ル
リン
のフ
ン
ボル
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ト
大
学で
の
天
安
門
事件を
め
ぐるセ
ミ
ナ
ー 、

パ
リで
の
中
国
民主
化を
め

ぐるセ
ミ
ナ
ー

に
出た
の
ちロ
ン
ド
ンに
滞
在
し
てい
た
と
き 、
1フ

ラ
ン
ス

革
命と
英
国L
とい
う
特
別
展
覧
会が
大
英
博
物
館で
おこ
な
わ
れ
てい
た 。

その
ポ
ス
タ
ーに

は 、
寸

自由Lと
か
寸

法し
とか
寸

人
権L
とか
苫か
れ
た
何

冊
か
の
本を
踏
み
台に
してギロ
チ
ン
の
断
頭
台で
処
刑さ
れ
た
犠
牲
者の
首

を
か
ざ
し
てい
る
図
柄が
揃か
れ
て
お
り 、
強く
私の
印
象に
残っ
てい
る 。

思
え
ば 、
寸自

由L
や
寸

人
権L
とい
う

近
現
代の
普
遍
的な
伽
値を
生んだ
背

景に
は 、
革
命の
担い
手に
異を
唱え
る
者はこ
とご
と
く
H

敵H
と
し
て
暴

力
的に
抹殺し
て
もよい
の
だ
とい
う
思
想が
か
くさ
れ
てい
る 。
フ
ランス

革
命に
多
大の
影
響を
与え
た
ル
ソ
！の

J
般
意
志L
に
基づ
く
直
接
民主

主
義・
人
民主
権の
思
想に
闘し
て
も 、
その
よ
う
な
こ
とが
言え
な
くは
な

、
OBLV

 
こ
う
し
て 、
天
安
門
事件で
の
「

反
革
命誕
乱L
とい
う部

小
平
発言が
如

実に
示し
たよ
う
に 、
苦
難の
中
国
革
命を
勝
利に
導い
た
革
命
第一
世
代と

し
て
の
自分た
ち
こ
そつ
ねに
民
立を
代表し 、
民
衆の
た
めに
権
力
を
行
使

し
てい
るの
だ
とい
う
その
主
観
的
判断に
よっ
て 、
民衆の
枠か
ら
外れ
た

と
見
倣す人々
に
は
徹底
的な
暴
力を
行
使し
て
彼ら
を
抹殺し
て
もよい
の

だ
とい
う
思
想は 、
あ
る
意
味で
は
フ
ランス
革
命の
悲し
き一
面の
継承で

あ
り 、
そ
れが
ま
さ
にロ
シ
ア
革
命か
らス
タ
ー
リン
の
痢市を
導
き 、
中国

革
命か
ら
文
化大
革
命 、
そし
て
昨
年の
天
安
門
寸

血の
日
曜
日L
事
件に
ま

で
及ん
でい
る
と
言え
な
くもな
い 。
そし
て 、
こ
う
し
た
革
命
思
想の
系
譜

の
影
轡
下で 、
カ
ン
ボ
ジ
アの
あ
の
大
虐殺
も
起こっ
てい
るこ
と
を
考えた

と
き 、
マ
ル
クス
主
義の
名に
よ
る
革
命国
家の
形
成が
い
かにコ
ス
トが

大

き
い
か
を二
十
世
紀の
人
類は
学ん
だ
の
で
あ
る 。

その
よ
うな
代
前の
か
わ
りに
経
済が
解放さ
れ 、
人
民が
本
当に
豊かに

なっ
た
と
言うな
ら
ば 、
こ
れ
ら
の
瓜の
犠
牲も
報い
ら
れ
る
と
思う
が 、
こ

う
し
た
代
償に
もか
か
わ
ら
ず 、
経
済が
著し
く
停
滞し 、
人
権も
大
き
く
抑

圧さ
れ 、
民主
も
損な
わ
れて
い
る
今日の
社
会
主
義の
現実を
直
視すると

き 、
ま
さ
に二
十
世
紀はマ
ル
クス
主
義に
対し
て 、
その
終
駕
を
すでに
宣

言
し
た
と
述一戸て
も
過
言で
怯
あ
る
まい 。
その
か
ぎ
りに
おい
て 、
中国の

革
命
も
す
でに
完
全に
終
駕し
た
の
で
あ
る 。

ま
さに
歴
史
的な
出来
事で
あっ
た 。

天
安
門
事
件は
その
意
味で
も

2 
中
国
の
体
制
的
危
機

こ
う
し
た
な
か
で
中
国
は 、
当面 、
い
わ
ゆる
「四つ

の
原則L
を
堅
持
し

社
会主
義の
路
線を
断
聞と
し
て
榔加
護
する
と
主張しつ
つ 、
東欧
やソ
連の

歴
史
的な
変
化 、
さ
らに
は
隣のモ
ンゴ
ル
人
民共
和
国に
ま
で
波
及し
た
民

主
化の
波を
必死に
防
戦し
よ
うと
し
て
い
る 。
だが 、
果た
し
てこ
の
よ
う

な
強
権体
制が 、
いつ
まで
続
くの
で
あ
ろ
う
か 。

と
くに
最
近は
過度の
引
き
締め
政
策に
よっ
て 、
中
国の
経
済活
動
はい

ち
じ
る
し
く
停
滞し
て
し
まっ
た 。
出
村
人
民
公
社の
解体の
あとに
出
現
し

た
数
多くの
郷
鋲企
業
は 、
中途
半端な
市
場
経
済
導入の
矛
盾を
ま
と
もに

受け
て 、
次々
に
倒
産 、
解
散し
てい
る 。

他
方 、
こ
の
間 、
一
方で
万
元戸が
出
現
し
た
ため
もあっ
て 、
ひ
と
た
び

世耕の
場を
離れ
て
郷
鋲
企
業に
吸
収さ
れ
た
農村
人口
は 、
再び
品
業に
mm

ること
もで
き
ない 。
そ
う
し
た
状
況の
な
か
で
多
数の
失
業
者が
輩
出し
て

い
る 。中

国に
は
七 、
八
千万か
ら一
位
もの
潜
在
的な
失
業
人口
｜｜l中

国で
は

1
失
業L
の
こ
と
を
寸

待
業し
といっ
てい
る
1lが

存在し 、
彼ら
は
開
放

政
策の
な
か
で
鼓吹さ
れ
た
勘定
高さ 、
い
わ
ば
拝
金
主
義に
影
科さ
れ
て 、

少し
で
も
多
くの
収入
を
得ょ
うと
中国
各地を
転々
と
し
てい
る 。
そ
う
し

た
潜在
的な
失
業
人口が 、
い
わば
流
民と
化し 、
最
近で
は
寸盲

流L
と
い

わ
れ
る
よ
うに
都市に
な
だ
れ
込ん
だ
り 、
あ
るい
は
海
外に
脱
出し
よ
う
と

する
難
民
潮の
圧力と
なっ
て 、
中
国
社
会の
な
かに
渦
巻い
てい
るの
で
あ

る 。さ
らに
ま
た
中国は 、
過
去
十年
間の
対
外
開
放政
策に
よっ
て
借
り
ま
く

っ
た
累
積
債
務の
支払い
期をい
よい
よ
迎え
よ
う
とし
て
い
る 。
一
九九
O

年に
も一
O
O
億
米ドル
に
近い
位
務の
返
済
を
迫ら
れ
るの
で
あっ
て 、
現

に
わ
が
国の
銀
行と
の
あい
だ
で
も 、
一
部 、
債
務の
滞
りが
北
京以
外の
地

域で
発
生し
て
お
り 、
中
国
全
体で
もか
な
り
深
刻な
状
況に
立
ちい
たっ
て

�·· "'''"" •lh’”·•••＇II•·・•llu＂·＂’llJド吋II＂＇・ ，11•l1Jou,1l1o•"•1I’111・＂•＇ll•"''''''ll＂＂＇＂・＂・，1••111·句＇＇＂＇＂＇・111111•·叶＂＂＇’u州II•・..11，，’h刊川II’。Ill•＂＇•＂＇＂＇＂・•111•"'"''11’.·•lh•" ・11•11•·.. 111・，，，・，，’IJI＂叫II

ASIAN REPOR'l' 1990.9 社会主義世界の変貌とアジナ29 



.....叩川Ill•＂＇•”申・叶町、酔・u•QJ>・・llh•＂叫喝h吻，＇＂•••Q1·�m、，.....－.白川叫咽川白山ザ曲、吻，mザ咽－·恥ザ晴、CUI•＂＇＂＇＇申、<II>•"...・骨、晶酔ザ喝h品供‘··－·伽か...-... .. 咽h岨砕叫ペト

い
る
と
いっ
て
よ
い
だ
ろ
う 。

中
国を
襲っ
た
ス
ーパ
ー・

イン
フ
レ
ーショ
ン
は 、
一
時の
よ
う
な
ひど

い
状
況か
ら
脱
却し
て
い
る
もの
の 、
潜在
的な
イン
フ
レ

圧
力は
依
然と
し

て
強い 。
当
面は
中
国
当
局が
抑え
て
い
る
もの
の 、
慢
性
的な
財
政
危
機の

補
填
や 、
外
貨
不
足の
穴
埋め
の
た
め
に 、
次々
に
発
行さ
れ
るで
あ
ろ
う
大

長の
人
民
元の
氾
濫の
な
か
で 、
今
後
も
イン
フレ
圧
力は
続く
と
見な
け
れ

ば
な
ら
ない 。

こ
の
よ
うに
考え
て
くる
と 、
当
面 、
中
国は
強
権体
制の
もと
で
事
態を

鎮
圧し
て
い
る
と
は
い
え 、
今
後の
中
国
経
済の
発
展い
か
んに
よっ
て
は 、

いつ 、
ど
の
よ
うなか
た
ち
で 、
大
衆
反
乱が
お
きて
も
不
思
議で
ない
とい

う
状
況が
潜在し
て
い
る
と
い
えよ
う 。

も
と
よ
り 、
民
主
化
運
動の
活
動家た
ち
も知
識
人た
ち
も 、
あ
の
六
月四

日の
悲
劇を
体
験し
た
だ
けに 、
き
わ
め
て
慎重な
出
方を
する
もの
と
思わ

れ
る 。
ま
して
や 、
郵
小
平
も
間
もな
く八
十六
歳 。
郵
小平と
並び
称せ
ら

れ
る
同
年
配の
陳
雲
も
病
弱 。
あ
るい
は
李
先
念 。
彰
真ら
の
長
老も 、
軍を

牛
耳っ
て
い
る
楊
尚
昆と
と
もに 、
き
わ
め
て
高
齢
化し
て
い
る 。
そ
れ
だ
け

に 、
こ
れ
ら
革命一
世
代が 、
あ
と
数
年の
うちに
影
響
力
を
失
うで
あ
ろ
う

こ
と
を
十
分に
考
慮し
て 、
い
わば
「

時
間と
の
戦いL
を
続け
て
い
る
もの

と
思わ
れ
る 。
中国
社
会
主
義
経
済の
行き
詰ま
り
と
と
もに 、
首
都・
北
京

ほ
か
の
都
市に
限
定さ
れて
い
た
民主
化
運
動・
自由
化
運
動が 、
全
国
的な

レベ
ル
に
波及す
るか
もし
れ
ない
可
能
性が
高い
だ
けに 、
こ
の
点で
もタ

イ
ミ
ン
グ
を
考えて
い
る
といっ
て
よ
い 。
し
た
がっ
て 、
当
面は
お
そ
ら
く

平
静な
ま
ま
事
態が
推
移
するに
し
て
も 、
こ
と
と
次
第に
よっ
て
はいつ
再

び 、
下か
らの
運
動が
爆
発し
ない
と
もか
ぎら
ない
の
が
中
国の
現
状だ
と

考え
な
け
れば
な
ら
ない 。

こ
う
し
た
なか
で 、
中
国
共
産党
中
央の
権
力
闘
争を
見る
と 、
こ
こ
に
は

早
く
も
深
刻な
亀
裂が
目立っ
てい
る 。
こ
うし
た
権
力
的
角逐が 、
当
面の

中国の
政
治
社
会
状
況の
混
乱と
停
滞の
なか
で 、
再
び
表面
化し
ない
と
も

かMさら
ない
の
で
あ
る 。

今
後中
国は
東
欧 、
ソ
連の
肢
史
的
変
動の
影
響
や
台
湾 、
香
港な
ど
周
辺

の
同じ
中
国
入
社
会の
経
済
的・
社
会
的
発
展の
強い
インパ
ク
ト
を
受け
ざ

る
を
得ず 、
そ
うし
た
外
圧に
耐
え
るこ
とに
もやが
て
限
界が
くるに
ちが

し
なし3 

北
朝
鮮
の
現
実

こ
の
よ
うな
中
閣を
通
過
し
て 、
私は
四
月二
十八
日か
ら
五
月四
日ま
で

北
朝鮮 、
つ
ま
り
朝鮮
民
主
主
義
人
民共
和
国の
首
都・
平
壌を
訪れ
た 。

すでに
十
数回に
わ
たっ
て
韓
国を
訪問
し
て
い
る
私に
とっ
て
も 、
平
壌

訪問は
初め
て
の
こ
と
で
あっ
た 。
今回の
平
壌
訪
問は 、
日
本
国
際政
治
学

会
訪
朝団
長
と
し
て 、
八
名の
同
僚と
と
もに
平
壌を
訪れ
た
の
で
あ
る 。

多くの
人々
は 、
金
日
成
独
裁
体
制下に
あ
る
北
朝鮮が 、
中
国
と
は
奥な

っ
た
意
味で
の
権
力
継承の
時
期に
きてい
て 、
こ
うし
た
権
力
継承が
円
滑

に
進む
ものか
ど
うか
を
危
ぶ
ん
でい
る 。
さ
ら
に
は
金
白
成・
金
正日父
子

権
力
継承
体
制とい
う 、
社
会
主
義
体
制に
おい
て
も
決し
て
許
容し
得ない

よ
うな
家
父
長
体
制が 、
最
近の
ル
ーマ

ニ
ア
の
Hチヤ

ウシエ
ス
ク
王
朝H

の
崩
壊 、
そ
し
て
東欧
諸国か
ら
ソ

連に
い
た
る
社
会
主
義の
地
殻変動 、
そ

し
てモ
ンゴ
ルに
ま
で
及ん
だ
変
革の
嵐 ，の
な
か
で 、
果た
し
て
も
ちこ
た
え

得る
ものか
ど
うか
を
注
目
し
て
い
る 。

次は
中
国か 、
そ
れ
と
も
北
朝鮮か
とい
うの
が 、
多くの
西
側の
人た
ち

の一
致し
た
見
方ない
しは
期
待だ
といっ
て
よ
い
の
か
もし
れ
ない 。
東
欧

諸
国に
は
じ
ま
り 、
ソ
述 、
モ
ンゴ
ル
を
経
過し
た
脱
共
産
化へ
の
歴
史
的な

動きが 、
やが
て
中
国に
及
び 、
最
後に
北
朝
鮮の
現
体
制が
崩綾
すれば 、

ま
さ
に一
つ
の
ド
ラマ
の
序
幽か
らフ
ィ
ナ
ーレ

ま
で 、
完
結
し
た
筋書が
拙

か
れ
るか
ら
で
あ
る 。

しか
し
なが
ら 、
私
自
身 、
今
回 、
平
壊
を
訪れ
た
印
象を
率
直に
語る
な

ら 、
一
口
に
いっ
て 、
当
面の
北
朝
鮮は
き
わ
め
て
例
外
的な
状
況に
あ
るの

で
は
ない
か 、
とい
うこ
と
で
あっ
た 。
そ
れ
は 、
徹底し
た
独
裁
体
制
下に

あっ
て 、
政
治
的な
亀裂
や 、
下か
ら
の
反
乱など
が
当
面は
まっ
た
く
許さ

れ
な
い
ほ
ど
の 、
自己完
結し
た
閉
鎖
的な
政
治
社
会
体
制が
で
きあが
りつ

つ
あ
るの
で
は
ない
か
と
思わ
れ
たか
ら
で
あ
る 。
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し
か
も 、
そ
れ
もた
ん
に
共
産
党 、
つ
ま
り
朝
鮮労
働
党の
社会主
義一
党

体
制
下の
独
裁
とし
て
で
は
な
く 、
き
わ
め
てユ
ニ
ー
ク
な
寸

チュ
チエ
（
主

体〉
思
想L
に
よっ
て 、
国
家
的な
規
模で
の 、
倫理
・

道
徳
的な
指
導
体
制

が 、
そこに
確
立
し
てい
る
の
で
は
ない
か
と
思わ
れ
た 。

こ
うし
た
状
況の
なか
で 、
いっ
て
み
れ
ば
約二
千
万
の
民
衆が 、
金
日
成

崇
拝と
チュ
チエ
思想に
よっ
て
完
全に
教
化さ
れ 、
一
種の
宗
教的
雰
囲
気

の
なか
に
自
己
陶
酔し
てい
る
とい
う
感じ
で
あ
る 。
戦
時
中の
皇国
日
本が

長
期に
持
続し
てい
る
よ
うな
感じ
だ
と
考え
るこ
と
もで
きよ
う 。
それ
は

ま
さに
H

金
日
成王
朝H
で
あ
り 、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
金
日
成
崇拝の
ため

の
神話がつ
く
ら
れ
てい
る 。

い
ずれ
に
せ
よ 、
こ
うし
た
寡
聞
気の
な
か
で 、
北
朝
鮮は
ま
さし
く
偶
数

的な
権
威
主
義
体
制 、
儒
教
的
な
家
父長
体
制の
なか
に
あ
る
といっ
て
よい

だ
ろ
う 。

こ
うし
た
北
朝
鮮を
表
面
的に
み
るか
ぎ
り 、
そこに
は
当
問 、
民主
化
運

動は
お
ろか 、
党
内に
深
刻な
権力
闘
争が
おこ
る
余
地
もない
よ
うに
見
ら

れ
たの
で
あ
る 。
もと
よ
り
朝
鮮
労
働党に
は 、
この
間 、
さ
ま
ざま
な
異
分

子が
存在し
たの
で
あ
る
けれ
ど 、
それ
ら
は
徹底的に
排
斥さ
れ
て
し
まっ

てい
る 。

こ
うし
た
なか
で 、
北
朝
鮮は
その
国
際
的
孤立
化の
た
だ
なか
で 、
自
ら

の
新しい
友を
求め
よ
う
と
し
てい
るか
に
思わ
れ
た 。
北
朝
鮮は
決し
て
ソ

連と
も
中
国
と
も 、
うま
くいっ
てい
ない
よ
うで
あ
り 、
む
し
ろ 、
そ
うし

た
出口
の
ない
状
況の
突
破口
を 、
ア
メ
リカ
と
の
関
係
打
開に
求め
てい
る

こ
と
を 、
私
は
今
回
確
認し
た 。

こ
うし
て 、
北
朝
鮮
滞在の一
週間は 、
今
日の
社
会
主義
世
界の
歴
史
的

な
変
動の
なか
で 、
そ
うし
た
変
動と
は
無
関
係に
存在
す
るか
に
思わ
れ
る

奇妙な
実
態が
そこに
あ
る
こ
と
を
認
識せ
ざ
る
を
得ない
もの
と
なっ
た 。

結
論
的に
い
えば 、
少な
く
と
も金
日
成
主
席が
健在で
あ
るか
ぎ
り 、
い

まの
体
制が
当
分は
続くの
で
は
ない
か 。
言
葉を
換え
る
と 、
もし
も
金
日

成
体
制か
ら
金
正
日
体
制へ
の
移
行が
近い
将
来
行わ
れ
る
と
きに
は 、
き
わ

め
て
難し
い
問
題が
起こ
る
可
能
性が
あ
り 、
一
挙に
今日の
体
制が
崩れ
て

い
く
可
能
性
も
考え
ら
れよ
う 。

い
ずれに
せ
よ 、
金
日
成主
席が
存在し
ない
と
きの
金
正
日
体
制が 、
は

た
し
て
安定
的に
推
移
す
るか
ど
うか
は 、
きわ
め
て
疑わ
しい
だ
けに 、
そ

こ
か
ら
二つ
の
選
択
肢が
考えら
れ
る 。

一
つ
は 、
金
正
日
氏が 、
金
日
成
主
席と
と
もに
批
判さ
れ
て
失
脚し 、
朝

鮮
労
働
党が一
挙に
解
体
するか
もし
れ
ない
とい
う

方
向 。
他の一
つ
は 、

親
子の
権力
継
承とい
うこ
との
異
常を
知
りつ
くし
てい
る
金
正
日
氏が 、

N
北
朝
鮮のル
ーマ

ニ
ア
化u
を
避
け
る
ために 、
自らフレ
キ
シ
ブル
な
政

策を
模
索するこ
とに
よっ
て 、
ソ
フ
ト
ラン
ディ
ン
グ
を
はかっ
て
い
こ
う

と
す
る
方
向で
あ
る 。

そ
し
て
もし
も 、
こ
の
後者の
よ
うなか
た
ちが
進む
な
らば 、
それ
は
台

湾に
お
け
る
終
介
石
独
裁
体
制か
ら
勝
経国
権威
主義
体
制へ
の
移
行に
か
な

り
近い
方向で
あ
り 、
そ
して
勝
経国
晩
年の一
種の
民
主
化へ
の
転
換か
ら

今
日の
李登
卸
民
主
体
制へ
の
進
展に
近い
もの
に
な
るか
もし
れ
ない 。

もと
よ
り 、
その
場
合に
は 、
北
朝
鮮の
社
会
主義
体
制
自
体が
大き
く
転

換し
て
ゆか
ざ
る
を
得ない
で
あ
ろ
う 。

4 
民
主
化
へ
の

つ
の
展
望

天
安
門
事
件を
もた
ら
し
た
中国の
民
主
化
運
動は 、
中
国の
歴
史に
とっ

て
画
期
的な
もの
で
あっ
たが 、
そ
れ
は
中国
社
会
特
有の
皇帝
型
権力
構
造

に
根ざ
し
た
「

人治し
に
たい
し
て 、
近
代
的な
政
治
意
識と
法
感
覚に
基づ

く
J法治し
を
求め
た
運
動で
あっ
たか
ら
で
あ
る 。
もとよ
り 、

運
動の
背

景に
は 、
中
国
共
産
党の一
党独
裁
体
制に
たい
す
る
抵
抗 、
さ
らに
は
社
会

主
義
権力
その
ものへ
の
根
本的な
批
判が
あっ
た
こ
と
は
否
定で
きず 、
そ

の
こ
と
を
読み
とっ
た
卸
小平
氏らの
当
局
者は 、
民
主
化
運
動を
可

反
革
命

暴
乱」
と
規
定し
て
そ
れ
を
徹
底
的に
部圧し
たの
で
あっ
た 。
だ
と
すれば

中
国
民主化
運
動は 、
東欧
諸国か
ら
ソ

連 、
モ
ンゴ
ル
にい
た
る
今
日の
社

会
主
義
世界の
歴
史
的
変
貌の
さ
きが
けで
あ
り 、
天
安
門事
件の
悲
劇を
代

償と
し
て 、
一
九八
九
年か
ら
九
O
年に
か
けて
の
世
界は 、
大き
く
地
殻
変

動を
起こ
し
たの
で
あっ
た 。
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東
欧話国で
は 、
その
よ
うな

変
動が
ル
ーマ

ニ
ア
以
外で
は一
滴の
血を

流
す
こ
と
もな
く
生じ
たの
で
あ
り 、
その
意
味で
は
天
安門
事
件が
東
欧を

救っ
た
と
述べ
て
も
過
言で
は
あ
る
まい 。

それ
に
し
て
も 、
天
安門広
場の
民
衆反
乱が
小
閑
当
局に
とっ
て
深
刻で

あっ
た
の
は 、
そ
れ
が
た
ん
な
る
民主
化運
動に
と
ど
まら
ず 、
小
同
共
産
党

の
当
時の
松
山
指
導
者 、
越
紫
総れ日
記を
中
心と
す
る
党
内
改
革
派
と
卸
小
平

・李
鵬らの
保
守・
原
則
派との
深
刻な
権力
闘
争と
結
びつ
き 、
昨
年五
月

中
旬のゴ
ルバ
チョ
フ
訪
中を
契
機に一
附は
改
革
派
優位の
方
向へ
雪
崩れ

を
打っ
て
権力
基
盤が
励きは
じ
め
た
こ
とで
あっ
た 。
こ
う
した
状
況
下で

人
民
解
放
叩に
よ
る
武力
行
伎が
行わ
れ 、
広
場の
学生ら
が
犠
牲に
さ
れ
る

と
と
もに 、
組
紫
陽らが
失
脚に
追い
やら
れ
た
の
で
あっ
た
が 、
もし
も
力

のバ
ランス
が
逆
転し
てい
た
ら 、
中
国の
共
産
党
体
制は一
挙に
瓦
解し 、

中
華人
民共
和
同
は
解
体し
は
じ
め
たか
もし
れ
ない 。

その
よ
う
な
体制
的危
機が
存
花
す
るが
ゆ
え
に 、
中
阿
当
局は 、
天
安
川

事
件一
川
年の
今
日 、
その
同
際的
孤立に
もか
か
わ
ら
ず 、
徹
底し
た
民
主

ー

社

会

主

義

世

界
の変

化

と

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（
宮－m・
cc
与恒
三
忘
る
は 、
一
九
九
O
年
年
頭
の
報
告
の

中で 、
過去一
年
間に
生
起し
た一
切
は 、
すべ
て
時
代を
転換させ
るだ
け

の
立
義を
持つ
もの
だ
と
述べ
てい
る 。
こ
れ
ら
の
転
機と
な
る
事
件は 、
ソ

連同
内で
続け
ざ
まに
発
ルーし
た
ばか
りで
は
ない 。
東欧に 、
そ
し
て
社会

主
義
世
必全
体に
予
測
もつ
か
なかっ
た
激
変が
起こっ
た 。
ソ
述の
民主
化

の
過
程は
加
速し
て
進
行し 、
初
め
て
白
山
選
挙が
実施さ
れ 、
真の
立
法
権

を
’有し
た
人
民
代
議
員大
会が
誕
生した 。
昨
年六
月四
日の
中国
大
陸の
天

化
抑圧
を
行い 、
恐
怖
政治を
断
行し
てい
るので
あ
るが 、
このよ
う
な
体

制が
長
続
き
す
る
もの
とは
と
う
てい
思わ
れ
ない 。
し
か
も 、
郊
小
平ら
革

命第一
世
代の
退場の
時
期は
日々
に
迫っ
て
きてい
る 。
私は
もしか
す
る

と 、
中
国の
現
体制は 、
寄
港が
中岡に
返
還さ
れ
る一
九
九七
年七
月以
前

に
崩れ
るか
もし
れ
ない
と
見てい
る 。
その
よ
う
な
可
能
性も
決し
て
脊
定

で
き
ない
ほ
ど 、
中
同
同
内の
政治
・経

済・
社
会情
勢は
危
機
的で
あ
り 、

加えて 、
ソ
述・
東欧な
ど
京側
世
界の
変
化は
急
速で
あ
る 。
ま
た 、
台
湾

香
港な
ど
同じ
中国人
社
会の
向山な
経
済
体
制の
影
山神力は
日
mし
に
中国

に
たい
し
て
大
きな
イン
パ
ク
ト
を
与えつ
つ
あ
る 。

こ
うし
て
凡て
く
る
と 、
中
同に
もいつ
の
日か
小同
同
民
党が
復
権
す
る

か
もし
れ
な
い 。
あ
るい
は
共
産
党 、
国
民
党
もし
くは
それ
以
外の
新しい

政
党といっ
た
複数諸
政
党が
白山な
選
挙に
よっ
て
体
制
選
択を
決
する
と

きが
く
るか
もし
れ
ない 。

もし
も 、
その
よ
うな

市
態が
訪れ
れ
ば 、

るの
で
は
なか
ろ
うか 。

小川
共
産
党は
大
敗
北を
喫
す

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

情

勢

！

国
立
政
治
大
学国
際
関
係
研
究セ
ン
タ
ー

研
究員

畢ー

賢

英

安門
虐
殺
事
件は 、
もと
よ
り

世
界の
人々
を
岱
憾さ
せ
た
が 、
しか
し
東
欧

の
改
革の
歩
調の
早さ
と
変
動
幅の
大
き
さ
も 、
同
様に
人々
を
驚か
せ
た 。

東
欧の
改
革の
潮
流は 、
実
際に
はソ
連の
改
革の
延
長で
あ
る 。
ソ

連が

東欧に
対
す
る
統
制を
緩め 、
ん米欧
共
産同
に
寸

選
択の
白
山L
を
香ね
た
た

め 、
東
欧の
共
産
党 、
政
府
及
び
民
衆は
ソ
述に
よ
る
軍
事
的
干
渉を
即
応
す

るこ
と
な
く
大
胆な
民
主
化を
推
進するこ
とが
で
きた
の
で
あ
る 。
そし
て

最
後に
は 、
内
陸に
位
置
す
るモ
ンゴ
ル
人
民
共
和国に
至
る
まで 、
民
主
化
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東京会議第2固集
. . 

日

本
と

台
湾
の

学
界
・

財
界
・

専
門
家
多

数
に

よ
る

寸
第
2

回
ア
ジ
ア
・

オ

ー
プ
ン
・

フ
ォ

ー
ラ
ム
L

が

七
月
十
一

日
か

ら
十
四
日

ま
で

東
京
と

神
奈

川
県
大

磯
で

聞
か

れ
た

。

こ

の
フ
ォ

ー
ラ
ム

に
は
ア
メ

リ
カ
・

ソ

連
・

韓
国
な
ど
の
オ

プ
サ
ー

バ

ー
が

参
加
し
た

。

会
議
に

先
だ

ち

十
一

日

夕

刻

東
京
パ

レ

ス

ホ

テ
ル

で

行
わ
れ
た

閉
会
式
は

寸
ア
ジ
ア
・

太

平
洋
時
代
に

お

け
る

台
湾
の

役
割
L

と

題

し
て

稲
葉
秀
三

氏

（
産
業
研

究

所
理

事
長
〉

が
、
寸

世
界
経
済
の

中
の

可
台
湾

経
験
E
と

題

し
て

郭
腕
容
女

史
（
前
中
華
民

国
財
政
部
長
〉

が

特
別
講
演
を

行
な
い

、

台

湾
側
団
長
・

張

京
育
政
治
大

学

校
長
が

外
国
人
オ
ブ
ザ
ー

バ

ー
を

紹
介
し
た

。

ま
た
こ
の

あ
と

行
わ
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ

ン

で
は

竹
下
登

元

首
相
が
挨

拶
に

立
ち
日

台
関

係
の

重
要
性
を

強
調
し
た

。

会
議
は

十
二

日
か
ら
会
場
を

神
奈
川

県
大

磯
の
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に

移
し

寸
経
済
発
展
と

環

境
問
題
L

寸
経
済
の
グ
ロ

l
パ

リ
ゼ

l
シ
ョ

ン
と

技

術

革
新
L

寸
社
会
主
義
世
界
の

変
貌
と
ア
ジ
ア
L

寸
九
十
年
代
の
ア
ジ
ア
と
日

台
関
係
L

の

四
つ

の
テ
l

マ

に
つ

い
て

、

日

台
双
方
の

専

門
家
に
よ
る

報
告
と

活
発
な

討

論
が

行
わ

れ
た

。
な
お

今
回
会
議
の

事
務
局
は

鮒
サ
イ
マ
ル

．

イ
ン

タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル

が

担
当
し
た

。

ア
ジ

ア
・

オ

ー
プ
ン
・

フ
ォ

ー

ラ
ム
は

次

の

趣

旨
に
よ
っ

て

昨

年
五

月
台
北
で

第
一

回

会
議
を

聞
い
た
が

毎
年 、

台
北
と

東
京
で

交

互
に

開
催
さ
れ
て
い

く

予
定
で
あ
る
。
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‘】dL宅・d・・1de－－－－
J－－
‘可dv－－－ir－－‘『，r－－
It
－
－Fz－ed－－－
hl’
ミ－－－
、1dE－－
－－一－
h』，L－－ed
h］，－－
J
L1dLe－－r
‘14FE
－－
2
1r＝・
4
1『JF－－
eF
『JFL－
ir－－

二
十
世
紀
最
後
の
十
年
間
を
目
前
に
し
て 、
国
際

カ
と
い
う

点
で
も 、
た
と
え
ば
最
近
の
対
タ
イ 、
対

川

一
関
係
の
基
調
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す 。
米

フ
ィ
リ
ピ
ン
投
資
で
は
日

本
を
す
で
に
追
い
越
す
な

れ

r
y
関
係の
歴
史
的
な
転
換 、
中
ソ
関
係
の
大
幅
な
改

ど
し
て
い
て 、
そ
の
将
来
の
方
向
が
ア
ジ
ア
全
体
に

r

一
普
は
そ
の
象
徴
的
な
表
れ
で
し
ょ
う
が 、
こ
の
よ
う

と
っ
て
も
無
視
し
得
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る

）

一な
国
際
政
治
の
変
動
を
促
し
た一
つ
の
重
要
な
要
因

と
思
わ
れ
ま
す 。

川

は
と
し
て
も 、
日

本
や
ア
ジ
ア
N
I
B
S
を
中
心
と
す

も
と
よ
り 、

私
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
台
湾
問
題
で
の

）

い
る
西
太
平
洋
地
域
の
活
力
に
充
ち
た
現
実
を
指
摘
し

政
治
的
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
M

M
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す 。

志
向
す
る
も
の
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が 、

従
来
の
）

一
東
ア
ジ
ア
地
域
の
新
し
い
発
展
が 、
い
ま
や
全
世
界

回
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く 、

二
十一
世
紀
ん

恥
に
影
響
を
与
え 、
同
時
に
国
際
緊
張
の
緩
和
が 、
東

に
か
け
て
ア
ジ
ア
が
当
面
す
る
で
あ
ろ
う

諸
問
題
を

ー

九
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
多
角
的
・

内
発
的
な
動
き
を
促
し

広
く
深
く
そ
し
て
オ
ー

プ
ン
に
論
じ
あ
う

場
を
こ
こ
れ

川
て
い
る
と
も
言
え
ま
し
ょ
う 。

に
自
主
的
な
民
間
会
議

寸
ア
ジ
ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ

叫

（

こ
う
し
た
な
か
で 、
特
に
台
湾
の
新
し
い
経
済
的

オ
｜

ラ
リ

L
と
し
て
設
定
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
お

い

川
・

政
治
的
発
展
に
は
目
を
見
張
る
べ
き
も
の
が
あ
る

り
ま
す

r

一
と
言
わ
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん 。
昨
年一
年
間の
貿
易
総

寸
ア
ジ
ア・
オ
ー

プ
ン
・
フ
ォ
ー

ラ
ムL
世
話
人一
問

中

川
額
は一

、
一
O
O
億
米
ド

ル
を
超
え 、
経
済
大
国
と

合
間

周
平
（
電
気
通
信
大
学
教
授）

川

一
い
わ
れ
る
日

本
の
四
分
の一
と
い
う

規
模
に
な
り
つ

飯
田

経
夫
（
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
一

r
つ
あ
り 、
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に 、
外
貨
保

授）

J

一
有
高
で
も
現
在 、
世
界
第
二
位
の
地
位
を
築
い
て
お

石
井

威
望 一一
東
京
大
学
教
授〉

一

J
り
ま
す 。
し
か
も 、

李登
輝
総
統
指
導
下
の
新
生
台

亀
井

正
夫
（
住
友
電
気
工
業
会
長〉

伊
湾
は 、
大
陸
と
の
関
係
に
お
い
て
も 、
囲
内
の
政
治

高
坂

正
尭
（
京
都
大
学
教
授）

）

山

改
革
（
民主
化〉
に
お
い
て
も 、
き
わ
め
て
着
実
な

武
山

泰
雄
（
武
山
事
務
所
代
表）

プ歩
み
を
示
し
て
お
り 、

今
日
で
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

堤

前
二
（
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー

プ
代
表）

）

T
U

め
と
す
る
西
側
諸
国
は
も
と
よ
り 、
ソ
連・
東
欧
諸

深
田

祐
介
〈
作
家）

川

宇
川
国
や
中
華
人
民
共
和
国
内
部
か
ら
も1
台
湾
の
成
功」

中
嶋

嶺
雄
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授）

E

’
t

 

一
一

か
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す 。
そ
の
対
外
的
影
響

一

、
ー、．pz宅
，・h
S
L
tr・－－
E－－－
，
h－
FLτ
phE・g・－－－－
SFhZE－
－
dhzz－
L－
Ji、－F－h－
J
hF2・
宅
r
h19・・22
Fh－・42L宅
，I司z－
i－
J
h」－f・s・
’
h・2・
L－
，hz
F1

己
日
（

要

旨）

寸
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
L

名
簿

八
顧

問
〉

稲
楽

秀
三
（
産
業
研
究
所
理
事
長）

井
深

大
（
ソ
ニ
l

名
谷
会
長〉

八
メ
ン
バ
ー

v

青
木

保
ハ
大
阪
大
学
教
授〉

石
井

幹
子
〈
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー〉

粕
谷
一
希
（
評
論
家〉

金
森

久
雄
（
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

会
長）

日
下

公
人
（
ソ
フ
ト

化
経
済
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事）

香
西

泰
（
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長〉

小
林
陽
太
郎
白川
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
長〉

近
藤

道
生
〈
博
報
堂
会
長）

佐
藤

英
夫
（
筑
波
大
学
教
授）

杉
浦

敏
介
（
日
本
長
期
信
用
銀
行
取
締
役・
相
談
役）

関
本

忠
弘
ハ
日
本

包気
社
長〉

高
原
須
美
子
（
経
済
訴
論
家）

竹
中
一
雄
（
国
民
経
済
研
究
協
会
会
長）

徳
間

教
之
（
筑
波
大
学
教
授〉

州品
田
な一
郎
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長〉

泣
永

恵
哉
（
松
下
包
器
産
業
専
務
取
締
役〉

中
谷

巌
（
大
阪
大
学
教
授）

抗刊
町

茂
樹
（
背
山
学
院
大
学
教
授）

芳
賀

徹
（
東京
大
学
教
授）

平
岩

外
四
〈
東
京
市叫
力
会
長〉

平
川

祐
弘
（

東京
大
学
教
授〉

藤
村

宏
幸
（
荏
原
製
作
所
社
長〉

松
谷
俊一
郎
（
中
図
氾
力
会
長）

三
浦

朱
門
（
作
家）

森
井

清
ニ
ハ
関
西
信
力
社
長〉

森
本

忠
夫
（
東
レ

経
営
研
究
所
顧
問〉

安
場

保
育
（
大
阪
大

学教
授〉

山
口

開
生
ハ
N
T
T
社
長〉

山
崎

宮
治
（
山
額
証
券
社
長〉

山
崎

正
和
（
大
阪
大
学
教
授〉
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九0年
代

のア
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ア

と

日

台

関係

竹
中
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日

台
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本
政
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台
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